
学生による授業評価と専門職アイデンティティ，
職業レディネス，自我同一性の関連

基礎科目と専門科目の比較を中心に

中野 良哉 ）

要 旨

本研究では，特定の専門職を養成する専門学校を対象に，学生による授業評価に影響を及ぼす要因として，基

礎科目 専門科目 といった科目の違い，専門職アイデンティティ，職業レディネス，多次元自我同一性を

取り上げ検討を行った．調査対象は基礎科目 発達心理学 ，専門科目 言語発達学 ， 学習障害・広汎性発

達障害 の授業を受講した専門学校生 名であった．その結果，（ ）同一の教員が担当した授業科目について

の学生による授業評価は，当該授業が専門科目か基礎科目かといったカリキュラムの位置づけの違いによって

評定が異なることがわかった．具体的には，本研究で用いた授業評価項目の中で，特に， 内容評価 授業構

成 満足度 の評定は，基礎科目と比較し，専門科目の方が有意に高いことがわかった．（ ）専門職アイデン

ティティ，職業レディネス，多次元自我同一性といった心理的特性の評定が高い学生ほど，授業評価項目の 内

容評価 授業進度 満足度 の評定が高く，こうした関係は基礎科目よりも専門科目において見出された．

これらのことから，学生が自分自身の将来を展望すること，職業的な目標を明確に持ち，その実現に向けて積

極的に取り組んでいることと授業評価，自己評価が密接に関係していることが示された．

キーワード 授業評価，自己評価，基礎・専門科目，専門職アイデンティティ，職業レディネス，自我同一性
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【はじめに】

授業評価は，質問項目を提示し，どの程度同意す

るかを評定させたり，それにあわせて自由記述形式

の質問が用いられるのが一般的である．学生による

授業評価の結果を授業改善に生かすためには，学生

が質問項目に回答する心理過程についての基礎研究

が必要である．授業評価が主観的な評価によってい

るため，学生の個人的要因のなかには個々の評価項

目への回答に影響し，授業評価の結果の妥当性を損

ねるものもあるが，逆に積極的に個人差変数を考慮

することで，教員にとっては，受講者の性質も想定

しながら，詳細に授業目標を設定することが可能と

なる．

中野 ）は，個人差変数の つとして動機づけの中

でも，特に達成動機に焦点をあて，達成動機と授業

評価との間に関連があることを示している．これは，

個々人において重要な価値をもつものへの達成を目

指す達成動機を持つ学生は，自己の目標との関係で

学習の過程を重視し，課題への関与や価値が高まっ

た結果として，授業及び自己の取り組みをポジティ

ブに評価するためであると考えられる．特に，競争

的達成動機よりも，自分なりの基準での達成をめざ

す傾向を指す自己充実的達成動機の高い学生は，授

業評価，自己評価が高いことが示された．

授業評価，自己評価との関係が示された達成動機

は，自我同一性との間に関連があるという指摘がみ

られる．河村ら ）は，同一性地位判別尺度と達成動

機測定尺度を用いて日本の大学生を対象に調査した

結果，同一性地位により自己充実的達成動機の強さ

が異なることを報告している．谷 ）は，大学生を対

象に，同一性の感覚の低さが同一性拡散の兆候とさ

れる 選択の回避 を介して 学業的遅延傾向 と

関連することを示している．これらの研究から，自

我同一性の確立は全般的な学習意欲の高さと関連し

ていると考えられ，学習者の授業評価，自己評価に

影響を及ぼす変数として位置づけられる．

加藤 ）は，大学生の自我同一性の確立において職

業が主要な領域の つを占めていることを指摘して

いる．それに関連して，若林ら ）は職業レディネス

と自己概念との関連が強く，職業レディネスが高い

ほど，職務挑戦を求める傾向（困難な課題に挑戦し

自己の成長を求める傾向）が強く，学生生活への満

足度が高いことを指摘している．

職業と自我同一性との関連から堀ら ）は大学生と

比べて専門学校の学生の方が専門職アイデンティ

ティに対する認識が高い傾向にあり，専門学校の学

生は入学時の動機において，専門職に憧れ，動機づ

けが高いと述べている．専門職アイデンティティと

は，長谷ら ）によれば，専門職特有のアイデンティ

ティであり，専門職全体が有する一貫性と職域の境

界を表す言葉として用いられている．

将来の生き方や進路との関連から学習活動を意味

づける上では，職業選択への傾倒が重要であると考

えられることから，職業的な目標との関連性という

視点も含め，自我同一性だけでなく，職業レディネ

ス，専門職アイデンティティといった心理的特性を

取り上げることも授業評価との関連を検討する上で

有効であろう．

従来の授業評価研究では，大学の教職課程を対象

に教職の志望動機と授業評価について検討されてい
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るが（例えば，藤田 ）），教職課程の場合は，教員

免許状を取得しても実際には教職に就くことがない

学生も多いため，職業選択への傾倒と授業評価，自

己評価との関連について十分な検討がなされていな

い．

そこで本研究では，専門職である言語聴覚士の養

成校の授業科目に注目し，基礎科目と専門科目を対

象授業とし，カリキュラム上の専門性の違いにより

学生の授業評価の評定が異なるのか，また，受講生

の潜在的な職業意識や自我同一性の確立と授業評

価，自己評価，満足度との関係，例えば，専門職ア

イデンティティ，職業レディネス，自我同一性が確

立されている学生は，専門科目の方をより高く評価

するのかについて検討を行うことを目的とする．

【方法】

被調査者 被調査者は 県内の 年制私立専

門学校に通い， 年次に基礎科目 発達心理学 を

受講し，かつ 年次に専門科目 言語発達学 学

習障害・広汎性発達障害 を受講した受講生 名（男

性 名，女性 名）であった．

対象授業 平成 年度前期 ， 年次生対象の

専門基礎必修科目 発達心理学 ，および平成 年

度前期 年次生対象の専門必修科目 言語発達学

学習障害・広汎性発達障害 を授業評価の対象と

した．授業の形式は主に，パソコンによるプレゼン

テーションを用いた講義形式で行われた．また，補

助教材として，ビデオ教材が用いられた．出席の確

認は毎回行われ，出席状況が評価の対象となること

は講義のガイダンスの際に学生に通知されていた．

各授業の担当教員は同一の男性専任教員であり，教

職歴は，基礎科目講義時は 年 カ月，専門科目講

義時は 年 カ月であり，それぞれの担当科目の専

門分野については大学院教育を受けている．

授業評価の手続き 研究の主旨及び質問紙への

記入について同意を得た学生に対し，平成 年 月

の 発達心理学 の定期試験終了後，および平成

年 月の 言語発達学 ， 学習障害・広汎性発達障

害 の定期試験終了後を用いて授業評価，自己評価，

専門職アイデンティティ，職業レディネス，多次元

自我同一性尺度を記名式で実施した．記名を求める

際には，学生の行った授業評価が成績評価に関係し

ないことを確認した．なお，授業評価の際に被調査

者はそれぞれの科目の試験結果および成績について

は知らされていなかった．

調査内容

）学生による授業評価，自己評価 基礎科目，専

門科目の授業評価，自己評価項目はそれぞれ中野 ）

で用いられた 項目， 項目を使用した．授業評価

の主な項目は， 授業の進度は適切であった ， 質

問に対する対応は適切であった ，自己評価の主な

項目は 授業は集中して聞いていた ， 質問等を積

極的に行った などである．これらの評価項目に対

して 段階で評定を求めた．

）学生の授業に対する満足度 対象授業について

学生がどの程度満足していたかを測定するため，満

足感を測定する項目を用意し 段階で評定を求め

た．

）授業担当教員の人柄についての評価 松田ら ），

三宅ら ）は，教員の人柄の評価が学習達成感に係

わっていることを示しており，牧野 ）は，教員の

特性評価と授業の満足度との間に相関を示してい

る．そこで，授業に対する満足度とあわせて教員の

人柄の良さといった教員の特性評価を取り上げ検討

を行うこととする．主な項目は， この授業の担当

教員は友好的である ， この授業の担当教員は熱意

がある などである．これら， 項目に対して 段

階で評定を求めた．

）自我同一性 自我同一性の概念を多次元的に捉

える谷 ）の多次元自我同一性尺度を用いた．今の

自分が本当の自分であるという 自己斉一性・連続

性 ，自分のやりたいことが明確になっているとい

う 対自的同一性 ，自分が周囲の人々から理解さ

れているという 対他的同一性 ，そして現実の社

会の中で自分らしく生きていくことができるという

心理社会的同一性 の つの下位尺度から構成さ

れる．それぞれ 項目，合計 項目からなり，回答

は 段階評定で求めた．
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）専門職アイデンティティ 藤縄ら ）の専門職

アイデンティティ尺度 項目を用いた．各項目につ

いて 段階評定で回答を求めた．

）職業レディネス 下村ら ）の職業レディネス

尺度を用いた．明瞭性（職業選択における自己把握），

関与（職業選択に関わる程度），非選択性（職業選

択を保留）の つの下位尺度から構成される．それ

ぞれ 項目，合計 項目からなり，各項目について

段階評定で回答を求めた．

）成績の指標 学生の成績は，各科目の定期試験

結果を用いた．試験の形式はいずれも筆記試験で

あった．

【結果と考察】

．尺度の検討

授業評価，自己評価，担当教員の特性評価，専門

職アイデンティティ，職業レディネス，多次元自我

同一性，の尺度構成をもとに信頼性係数の推定値を

算出したところ， となり，ある程度の

信頼性が確認された．よって，もとの尺度の構成を

採用し，下位尺度ごとに合計したものを尺度得点と

した（表 ）．次に，専門職アイデンティティ，職

業レディネス，多次元自我同一性の評定値が学年に

より異なるかを検討するために 検定を行った．そ

の結果，職業レディネスの 非選択性 のみ ％水

準で有意差が認められたが，他の項目については有

意差は認められなかった．よって，心理的特性の学

年による変化が授業評価結果に影響を及ぼす可能性

は低いと考えられる．

．授業評価，自己評価評定値の科目間比較

専門科目，基礎科目といった科目の違いにより，

授業評価，自己評価の評定値が異なるのかについて

検討するために，分散分析を行った（表 ）．その

結果，授業評価の 内容評価 ， 授業の構成 ，自

己評価の 意欲的な取り組み ，積極的な学習態度 ，

授業に対する満足度 ， 成績 については，基礎

科目 専門科目間で有意な差が認められた．専門科

目間については， 満足度 において有意傾向はみ

られたが，いずれの項目においても有意差は認めら

れなかった．

これらのことから，同一の教員が講義を行ってい

る科目の授業評価，自己評価であっても，その科目

が専門科目であるか，それとも基礎科目であるかに

よって，評定値が異なることが示唆される．特に，

本研究では，基礎科目よりも専門科目の方が有意に

高く評価された．担当教員は，基礎科目，専門科目

ともに関連した大学院教育を受けており，担当教員

側の当該科目に対する知識やスキルの差とは考えに
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表 基礎科目・専門科目の授業評価，自己評価，成績
平均及び標準偏差 分散分析

基礎科目 専門科目 専門科目 科目 多重比較（ 法）
発達心理学 言語発達学 学習障害・広汎性発達障害

授業評価
内容評価 （ ） （ ） （ ） 発心 言発
わかりやすさ （ ） （ ） （ ）
授業進度 （ ） （ ） （ ）
授業の構成 （ ） （ ） （ ） 発心 言発 発心 広汎
学生への対応 （ ） （ ） （ ）

自己評価
意欲的な取り組み （ ） （ ） （ ） 発心 言発 発心 広汎
積極的な学習態度 （ ） （ ） （ ） 発心 言発 発心 広汎
学習内容の理解 （ ） （ ） （ ）
課題及び出席 （ ） （ ） （ ）

満足度 （ ） （ ） （ ） 発心 広汎 言発 広汎
成績 （ ） （ ） （ ） 発心 言発 発心 広汎

， ， ，



くい．むしろ，授業評価の わかりやすさ や 授

業の進度 ， 学生への対応 といった側面は，教員

個人の一般的な授業スキルを反映しているために，

科目間では差がみられなかったと考えることも出来

る．一方で，授業の内容や構成については，各科目

の指導目標との関連で異なるため，そうした側面の

評価は科目間の授業評価の差異を反映しやすいのか

もしれない．例えば，発達理論を学ぶことや，学生

が自身の生涯発達を考えたり，国家試験の対策をす

るといった目標を中心とした 発達心理学 に対し，

言語発達学 や 学習障害・広汎性発達障害 で

は，行動分析学に基づく子どもに対する具体的な対

応方法などの内容が講義に含まれていたことが，内

容評価 ， 授業構成 ， 満足度 ，ひいては，自己

評価の 意欲的取り組み や 積極的な学習態度

の違いをもたらしたとも考えられる．

．授業評価，自己評価，教員の特性評価，成績，

満足度と学生の心理的特性

授業評価，自己評価と多次元自我同一性，専門職

アイデンティティ，職業レディネスといった学生の

心理的特性との関連を検討するため，相関分析を

行った（表 ）．

多次元自我同一性と授業評価の関連については，

基礎科目では相関が認められない一方で，専門科目

では一貫して 内容評価 満足度 との間に相関

が認められた．このことから，自我同一性が形成さ

れている学生ほど，自分の将来の仕事と直接関係す

る専門科目の内容をより価値の高いものと評価した

ことが考えられる．一方，自己評価については，基

礎・専門ともに 意欲的な取り組み や 学習内容

の理解 との相関が認められ，一部成績との相関も

認められた．学生自らの授業への取り組みは自我同

一性が形成されている学生ほど，学業一般への取り

組みとしてしっかり行えていると評価しているのだ

ろう．

専門職アイデンティティについてもほぼ同様の傾

向が見られた．すなわち，基礎科目では授業評価と

の間に相関は認められなかったが，自己評価の 意

欲的な取り組み ， 成績 ， 満足度 との相関が認

められた．専門科目では， 内容評価 ， 授業構成 ，

教員の特性評価 や 授業の満足度 といった項

目との相関が認められた．また，自己評価について

は，意欲的な取り組み や 学習内容の理解 といっ

た項目で専門と基礎の違いを問わず，有意な相関が

認められた．

職業レディネスの 関与 は国家試験の出題内容

と直接関係する基礎科目 発達心理学 の授業評価

内容評価 ， わかりやすさ ， 満足度 ，自己評
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表 基礎科目 発達心理学の授業評価，自己評価と専門職アイデンティティ，職業レディネス，自我同一性との相関
専門職 職業レディネス 多次元自我同一性

アイデンティティ 明瞭性 関与 非選択性 自己斉一性連続性 対自的同一性 対他的同一性 心理社会的同一性
授業評価
内容評価
わかりやすさ
授業進度
授業の構成
学生への対応

自己評価
意欲的な取り組み
積極的な学習態度
学習内容の理解
課題及び出席

教員特性評価
満足度
成績

，



価の 意欲的な取り組み ， 学習内容の理解 との

間に正の相関がみられた．これは，今回の調査対象

者が国家資格取得を目指した学生であったことか

ら，将来の職業に対する準備として，積極的に関与

していく姿勢が強く表れた結果といえよう．一方，

非選択性 は，授業評価とは相関せず，専門科目

の自己評価の 出席および課題 との間のみ相関が

認められた．また， 明瞭性 は基礎科目では成績

との相関を示したが，授業評価とは相関せず，専門

科目では，授業評価，自己評価，満足度との相関が

認められた．自分の将来の仕事が明確になっている

学生ほど，専門科目を高く評価し，授業に満足して

いる様子がうかがえる．

．学生の心理的特性と授業評価との相関係数の科

目間比較

より自我同一性が確立し，将来の職業に対する意

識が明確な学生ほど，基礎科目よりも専門科目の授

業評価の評定が高く，学生の心理的特性と授業評価

との相関係数が科目間で異なることが考えられる．

そこで，学生の心理的特性と授業評価との相関につ
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表 専門科目 言語発達学の授業評価，自己評価と専門職アイデンティティ，職業レディネス，自我同一性との相関
専門職 職業レディネス 多次元自我同一性

アイデンティティ 明瞭性 関与 非選択性 自己斉一性連続性 対自的同一性 対他的同一性 心理社会的同一性
授業評価
内容評価

わかりやすさ
授業進度
授業の構成
学生への対応

自己評価
意欲的な取り組み
積極的な学習態度
学習内容の理解
課題及び出席

教員特性評価
満足度
成績

，

表 専門科目 学習障害 広汎性発達障害の授業評価，自己評価と専門職アイデンティティ，職業レディネス，自我同一性との相関
専門職 職業レディネス 多次元自我同一性

アイデンティティ 明瞭性 関与 非選択性 自己斉一性連続性 対自的同一性 対他的同一性 心理社会的同一性
授業評価
内容評価
わかりやすさ
授業進度
授業の構成
学生への対応

自己評価
意欲的な取り組み
積極的な学習態度
学習内容の理解
課題及び出席

教員特性評価
満足度
成績

，



いて，相関係数の相等性の検定および相関係数の有

意性検定を用い検討を行った．その結果，基礎科目

（発達心理学） 専門科目（言語発達学 学習障害・

広汎性発達障害）間で有意差が認められたのは，内

容評価 と 明瞭性 （ （ ）

（ ） ），自己斉一性・連続性（ （ ）

（ ） ）， 対他

的同一性 （ （ ） （ ）

）， 対自的同一性 （ （ ）

（ ） ）との相関係数， 学習

内容の理解 と 自己斉一性・連続性 （ （ ）

（ ） ）， 対自的

同一性 （ （ ） （ ）

）との相関係数，成績 と 専門職アイデンティ

ティ （ （ ） （ ）

）との相関係数であった． 発達心理学 と 言

語発達学 の間でのみ有意差が認められたのは，対

他的同一性 と 授業進度（ （ ） ），

明瞭性 と 成績 （ （ ） ）， 関

与 と 課題及び出席（ （ ） ），自

己斉一性・連続性 と 満足度 （ （ ）

）および 意欲的な取り組み （ （ ）

）との相関係数であった．また， 発

達心理学 と 学習障害・広汎性発達障害 の間で

のみ有意差が認められたのは，関与 と 内容評価

（ （ ） ）， 学習内容の理解 （

（ ） ）， 満足度 （ （ ）

）， 明瞭性 と 授業進度 （ （ ）

）， 積極的な学習態度 （ （ ）

）， 満足度 （ （ ） ）， 非選択

性 と 課題及び出席 （ （ ） ）

との相関係数であった．

一方で，専門科目間でのみ有意差が認められたの

は， 授業の構成 と 専門職アイデンティティ

（ ， ， ）， 明瞭性 （ ，

， ）， 対自的同一性 （ ，

， ）， 心理社会的同一性 （ ，

， ）との相関係数， 出席および課題

と 心理社会的同一性（ ， ， ）

との相関係数であった．

以上の結果から，特に基礎科目 専門科目間では，

内容評価 授業進度 満足度 といった授業評

価項目， 学習内容の理解 課題及び出席 といっ

た自己評価項目と学生の心理的特性との相関係数は

総じて専門科目の方が有意に高いことが示された．

すなわち，職業への準備状態にあり，専門職特有の

アイデンティティや，自己概念が比較的確立してい

る学生ほど，専門科目を高く評価し，満足度も高い

ことが示された．

【結論】

授業改善を目的とした授業評価を行い，授業評価

の結果を解釈する際には，基礎科目か専門科目かと

いった，それぞれの科目のカリキュラム上の位置づ

けを考慮した上で，授業評価のどの項目に，そうし

た科目の違いが反映されやすいのかについてあわせ

てみていく必要があるだろう．また，授業評価項目

の中でも教員の教授スタイルや教授スキルが比較的

反映されやすいと考えられる項目とむしろ学生側の

心理的特性が反映されやすい項目が存在することが

考えられる．

例えば，本研究で用いた授業評価項目の中で わ

かりやすさ 学生への対応 といった項目は，本

研究の結果から，少なくとも今回扱った学生の心理

的特性やカリキュラム上の科目の違いといった要因

の影響をうけにくい項目といえるだろう．これらの

項目が他の項目と比較して教員の経験年数，教授ス

タイルやスキルによる影響を受けやすいのかについ

ては，今後異なる教員間での比較を行い検討する必

要がある．

一方，今回扱った学生側の心理的特性が反映され

やすい項目である 内容評価 授業進度 満足度

といった評価項目について授業改善を考える際に，

教員が専門知識を教授する過程で，授業内容と学生

の進路を関連づけて学習の理由づけを行い，学生の

進路意識を喚起するといった授業内に閉じた授業改

善だけにとどまらず，個々の学生に対する相談活動，

個人的決定をする機会を与える進路指導やキャリア
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支援，グループ活動の促進といった取り組みが必要

であると考えられる．職業や進路への意識が強い学

生ほど，専門科目・基礎科目を問わず，自己の学習

への取り組みについての評定が高く，成績も高い傾

向があることからも，そうした取り組みが，単に授

業評価の向上だけでなく，学生自身の授業内あるい

は授業外学習への取り組みの改善につながることが

期待される．

ただし，今回の分析では，自我同一性，専門職ア

イデンティティ，職業レディネスのいずれにおいて

も顕著な学年差は認められなかった．専門職アイデ

ンティティについて藤縄ら ）は 年次生の専門職

アイデンティティに対する認識は比較的高く， 年

次・ 年次で低下し，臨床実習や就職活動を経験す

る 年次でまた高くなる傾向があると報告してい

る．このことから，今回扱った心理的特性が教授活

動を通して変化するのかについて，学生の入学時か

ら縦断的に検討していく必要があるだろう．
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